
​西​​小​​学​​校​​PTA​​活​​動​​（令​​和​​８​​年）​

​交​​通​​指​​導​​＆​​あ​​い​​さ​​つ​​運​​動​​ボ​​ラ​​ン​​ティ​​ア​​　​​活​​動​​の​​て​​び​​き​

​　​​親​​も​​子​​も、​​安​​全​​第​​一！​​　​​皆​​さ​​ま​​か​​ら​​の​​「思​​い​​や​​り」​​に​​支​​え​​ら​​れ​​た​​活​​動​​で​​す。​
​ご​​参​​加​​い​​た​​だ​​き​​心​​か​​ら​​感​​謝​​し​​て​​い​​ま​​す！​

​1.​​「旗」​​を​​持​​ち、​​「ネー​​ム​​ホ​​ル​​ダー」​​を​​必​​ず​​着​​用。​
​旗​​は​​ド​​ラ​​イ​​バー​​か​​ら​​目​​立​​ち、​​安​​全​​運​​転​​を​​意​​識​​し​​て​​も​​ら​​う​​効​​果​​が​​あ​​り​​ま​​す。​​ま​​た、​​児​​童​​に​
​あ​​い​​さ​​つ​​や​​声​​掛​​け​​を​​し​​ま​​す​​の​​で、​​ネー​​ム​​ホ​​ル​​ダー​​の​​ご​​着​​用​​を​​お​​願​​い​​し​​ま​​す。​​（西​​小​​PTA​
​保​​護​​者​​の​​旗​​印​​に​​も​​な​​り​​ま​​す！）​

​2.​​「現​​地​​集​​合、​​現​​地​​解​​散」​
​お​​申​​込​​後、​​事​​務​​局​​か​​ら​​連​​絡​​は​​あ​​り​​ま​​せ​​ん。​​（旗​​は​​児​​童​​経​​由​​で​​配​​付​​し​​ま​​す。）​​当​​日​​は​​そ​​の​​ま​​ま​​活​​動​​に​
​ご​​参​​加​​く​​だ​​さ​​い。​​活​​動​​終​​了​​の​​呼​​び​​か​​け​​は​​あ​​り​​ま​​せ​​ん​​の​​で、​​各々​​の​​都​​合​​で​​終​​了、​​解​​散​​し​​て​​く​​だ​​さ​​い。​

​3.​​当​​日​​の​​場​​所​​変​​更・​​移​​動​​は​​大​​歓​​迎！​
​も​​し、​​現​​場​​に​​行っ​​て​​か​​ら​​『こ​​こ​​は​​人​​が​​多​​い​​な』​​と​​感​​じ​​た​​ら、​​近​​く​​の​​別​​の​​角​​に​​移​​動​​し​​て​​い​​た​​だ​​い​​て​​も​
​構​​い​​ま​​せ​​ん。​​皆​​さ​​ん​​の​​判​​断​​に​​お​​任​​せ​​し​​て​​い​​ま​​す！​

​4.​​走​​行​​す​​る​​車​​両​​の​​停​​止​​は​​「必​​要​​と​​感​​じ​​た​​場​​合」​​に。​
​車​​の​​流​​れ​​か​​ら​​停​​止​​が​​必​​要​​と​​感​​じ​​た​​場​​合​​に​​行っ​​て​​く​​だ​​さ​​い。​​無​​理​​に​​車​​を​​止​​め​​る​​必​​要​​は​​あ​​り​​ま​​せ​​ん。​
​よ​​り​​詳​​細​​は、​​資​​料​​『登​​下​​校​​時​​の​​通​​行​​指​​導​​の​​て​​び​​き』​​を​​ご​​参​​照​​く​​だ​​さ​​い。​​（​​※2​​枚​​目​​以​​降）​

​5.​​気​​候​​に​​合​​わ​​せ​​た​​服​​装​​や​​対​​策​​を。​
​夏​​は​​熱​​中​​症​​対​​策、​​冬​​は​​防​​寒、​​各々​​で​​必​​要​​な​​対​​策​​を​​お​​願​​い​​し​​ま​​す。​

​6.​​こ​​こ​​で​​大​​丈​​夫​​か​​な？​​　​​も​​し、​​活​​動​​に​​迷っ​​た​​と​​き​​は​​…​​。​
​ネー​​ム​​ホ​​ル​​ダー​​や​​旗​​を​​持っ​​て​​い​​る​​人​​が​​仲​​間​​で​​す。​​見​​か​​け​​た​​ら​​ぜ​​ひ​​声​​を​
​掛​​け​​合っ​​て​​く​​だ​​さ​​い​​ね​​♪​

​7.​​変​​更・​​欠​​席​​の​​連​​絡​​は​​不​​要。​
​急​​な​​予​​定​​変​​更​​や​​欠​​席​​の​​際、​​学​​校​​へ​​の​​ご​​連​​絡​​は​​必​​要​​あ​​り​​ま​​せ​​ん。​

​📣​​こ​​れ​​か​​ら​​の​​PTA​​活​​動​​に​​向​​け、​​試​​行​​錯​​誤​​し​​て​​い​​ま​​す。​
​　​​事​​務​​局​​か​​ら​​の​​『お​​願​​い​​の​​手​​紙』​​を​​廃​​止​​し​​ま​​し​​た。​​皆​​さ​​ん​​の​​自​​主​​性​​を​​信​​頼​​し、​​PTA​​保​​護​​者​​全​​体​​が​

​「​​1​​つ​​の​​チー​​ム」​​と​​し​​て​​活​​動​​す​​る​​こ​​と​​で、​​事​​務​​局・​​保​​護​​者​​双​​方​​の​​負​​担​​が​​軽​​減​​さ​​れ、​​持​​続​​可​​能​​な​​PTA​

​に​​な​​る​​と​​考​​え​​て​​い​​ま​​す。​​自​​由​​で​​新​​し​​い​​PTA​​を​​一​​緒​​に​​楽​​し​​み​​ま​​しょ​​う！​

​　​​お​​気​​付​​き​​の​​こ​​と​​が​​あ​​り​​ま​​し​​た​​ら​​ご​​意​​見​​を​​共​​有​​を​​い​​た​​だ​​け​​れ​​ば​​幸​​い​​で​​す。​​引​​き​​続​​き、​​西​​小​
​PTA​​活​​動​​へ​​の​​ご​​理​​解​​と​​ご​​協​​力​​を​​お​​願​​い​​い​​た​​し​​ま​​す。​

​　​​◆​​ご​​意​​見​​フォー​​ム​​は​​コ​​チ​​ラ​​　​​https://forms.gle/wVxhevP82HuoJaNEA​

https://forms.gle/wVxhevP82HuoJaNEA


登下校時の通行指導のてびき 

 

【目 的】 

・登下校時の児童の安全を確保する。 

・児童に安全な歩行・横断の仕方や交通ルールを習得させる。 

 

 

 

 

1 基本的な留意事項 

 

① 児童のみならず、指導者自身の安全確保にも注意を払うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 警察官の職務権限に属するまぎらわしい行為をしないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動しやすい服装で 
雨天時、降雪時は 

乳幼児同伴は避ける 傘は使用しない 

感情的にならない 停止を強制しない 
指示に従わない者に ドライバーに 

指導者の言われるままに横断させるのではなく、「車が止まったかよく見てね」 

等と声をかけて、自分で確かめて横断するように促してください。 

旗を持っての指導になります。両手は常に使える状態にしてください。 

また、指導中の私語は慎んでください。 

警察官のような権限は指導者にはありません。特に信号機のない道路では、 

ドライバーに旗を見せて停止を「お願い」することになります。 

車道に出たり、車を無理に止めることは危険です。 

トラブルにもなりやすいので、充分注意してください。 
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2 指導上の注意事項 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断旗の後ろで待つように 

右・左・右の安全確認をさせる 
走ったり遊んだりしないよう指導 

横断途中で止まったり、 

停止している車両を 

戻ったりしないよう指導 

横断時には、 

追い越してくる車両がないか確認！ 
急ブレーキをかけさせないよう 

余裕をもって合図する 

できるだけ一つの集団で 

横断できるよう配慮する 

必ず歩道上で行う 

青信号でも安全確認 

することを習慣に 

させてください。 

 

車道には出ず、 

1、2 歩下がって 

自分の安全も確保 

してください。 
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3 旗の出し方 

 【信号機のない横断歩道の場合】   

   

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

【信号機のある横断歩道の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 信号の点滅が始まったら、すばやく横断旗を左手に持ちかえて 

児童を制止します。 

児童が走り込み、急いで渡ろうとすることもあるので、 

次の信号を待つように指導してください。 

左手に横断旗を持って 

児童を制止します。 

① 

③  

④ 

車両の停止を確認したら 

児童を横断させます。 

①  

②  
③  

青信号に変わった時点で 

車両の停止を確認し、 

横断旗を車道側に出します。 

この時、車両が停止するまで 

左手で児童の横断を制止します。 

停止を確認したら 

児童を横断させます。 

横断が完了したら、横断旗を

右手に持ちかえ、児童が飛び

出さないように制止します。 
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車両の停止を確認してか

ら水平に下ろします。 

この時、車両が停止する

まで、左手で児童の横断

を制止します。 

車両の切れ目を待って 

横断旗を右手に持ちかえ

高く斜めに上げます。 

② 



 【交差点では…】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・路面の凍結により車がスリップし、停止しきれないことがあります。 

車両の停止を確認してから横断旗を車両側に出します。 

  ・雪山で見通しが悪いところは、右折や左折の車両に特に注意してください。 

・凍結した道路では、滑り止めの砂を撒くなど、転倒防止にも配慮してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
横断歩道に向かって 

右側に立つ 

 巻き込み事故の 
危険に注意！ 

【冬道の注意点】 

渡る前には必ず 車が来ていないか 車が近づいてくる音を 車が通りすぎるまで 
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